
（１）　概況

34,305 件 33,985 件 320 件 0.9 ％

配 総　　量 16,550,656 ㎥ 16,188,719 ㎥ 361,937 ㎥ 2.2 ％

水 一日最大 50,676 ㎥ 49,618 ㎥ 1,058 ㎥ 2.1 ％

量 一日平均 45,344 ㎥ 44,353 ㎥ 991 ㎥ 2.2 ％

15,655,474 ㎥ 15,420,284 ㎥ 235,190 ㎥ 1.5 ％

94.6 ％ 95.3 ％ -0.7 ％
 

－
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イ　総括事項

（給水および業務状況）

給 水 件 数

有 収 水 量

増　減平成２８年度区　　　分 平成２９年度

本市の水道事業においては、平成２２年度に策定し、平成２７年度に中間見直しを行ないました「草
津市水道ビジョン」に基づき、「安全で良質な水道水を安定的に供給する」という基本使命を果たして
いくとともに、本市の水道事業が直面している施設や管路の老朽化と水需要の減少傾向などの諸課題の
解決を図り、公営企業としてより効率的で透明性の高い事業実施に努めています。

本年度は、施設・管路面では、昨年度に引き続きロクハ浄水場の耐震性向上や、「管路整備更新計
画」に基づく老朽管路の更新など、災害などの非常時にも安定して水を供給できるよう施設整備を進め
ました。

組織体制面では、技術系職員を新たに確保したり、各種研修に参加して、水質管理体制を強化すると
ともに、技術承継を図りました。

経営面では「草津市水道事業経営計画」に基づき、水道料金の１０％還元を継続実施しました。人口
増とともに有収水量が増加しましたが、今後の施設更新需要の増加や節水型社会の進行を踏まえ、引き
続き効率的な事業運営と経営基盤の強化に取り組み、水道水の安全性とおいしさのＰＲを行うなど利用
促進に努めてまいります。

本年度の給水状況としましては、年間配水量は約1,655万㎥で前年度比2.2％増、有収水量については
約1,566万㎥で前年度比1.5％増、有収率は前年度より0.7ポイント減少して94.6％となりました。

依然、全国平均を上回る有収率を維持していますが、継続的に実施している管路診断業務（配水管漏
水調査）や、計画的な老朽管更新を推し進めることによって、無効水量の減少、有収率の向上に努めて
いきます。

収益的収支の状況については、収益額が 24億4,875万1,403円、費用額が 20億7,242万7,520円 で、差
引3億7,632万3,883円の純利益を計上しています。この未処分利益剰余金は、減債積立金に1億8,816万円
を積み立て、残額 1億8,816万3,883円を建設改良積立金に積み立てる考えです。

　一方、資本的収支については、収入額 3億7,996万1,342円に対し、支出額は14億3,583万3,427円とな
り、差引 10億5,587万2,085円 の不足が生じました。この不足額については、当年度分消費税及び地方
消費税資本的収支調整額 5,010万9,420円、損益勘定留保資金 3億7,785万5,533円、減債積立金 1億
9,937万円および建設改良積立金 4億2,853万7,132円で補てんしました。

　なお、建設改良費のうち大津草津線他配水管更新工事他6件については、地方公営企業法第26条第1項
の規定により1億8,815万5,000円を、営業費用のうち同工事他2件については、同法第26条第2項ただし書
の規定により1,026万6,000円を平成３０年度に繰り越しました。

増減比率
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